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Qo 0将来の夢と希望を胸に多くの高校生が参集0oQ 
「富山大学大学説明会；』
平成 4 年度富 山 大学説明 会 が ， 去る 7 月 31 日 樹本 学
黒田 講 堂を は じ め ， 各学部で実施 され ま し た 。 （ 表紙
写真参照）
今年で 5 回 目 の 開 催と な る こ の 大学説明 会 は ， 昨年
か ら 全学部が 参加 し て 開 催され， 今年度 は ， 富 山 ， 石
川両県 を は じ め 滋賀県 ， 静岡 県及 び 山 梨県 か ら も高 校
生が 参加 し ， 午前 の 全体説明 会 に は 530名， 午後 の 学
部説明会 に は 約600名が 参加し 熱心 に 教 職 員 の 説 明
に 耳を 傾けて い ま し た 。
午前 の 全体 説 明 会で は ， ま ず ， 小黒学長か ら ， 本学
の 特 色 ・魅力を ア ピーlレす る あ い さつ が あ り， 次 い で、．
T F付属図書館閲覧室で行われた人文学部会場
増田 学生部長か ら ， 各学部 の 概要 ， 学 生生活， 就職状
況及 び卒業 生の 活躍な どの 紹介 が行 わ れ た 後 ， 平 成 5
年度入試 要項 の説明 と 大学 紹介 の ビデオが 上映され ま
し た 。
引 き 続 き ， 午後 か ら は 各学部 に 分 か れ ， そ れ ぞれ 特
色・特徴を 活か し た 学部説 明 会 が行わ れ ， 教育 ・研究
内容の 紹介 や 在学生か ら 大学 生活の 体験談が 披露さ れ
た ほ か ， 実験室， 演習 室並 び に 附属図書館及 び 情 報処
理 セ ン タ ー を 見学す る 等 し て 工夫が 凝ら さ れ ま した 。
説明 会 に 参加 し た高校生た ち は ， 本学 の教育 研究等 の












一方 ， 入学試験 に 関 し て ， 近県 の 高校進路指 導 担当
教諭と の 懇談 会 が ， 去る 7 月 1 6 日 （木）本学黒田 講 堂会 議
室に お い て 開 催され ま し た 。
こ の 懇談会 は ， 高等学校 に本学の 入学試験 や 教 育 研
究 な ど に つ い て 理 解を 深 め て い た だ く こ と を 目 的 に 開
催され た も の で ， 今年度 は ， 富 山 ， 石川両県 の ほ か 福
井県， 岐阜県 の 高校 から も 参加 が あ り ， 増田 学 生部長
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ほ か本学関係教職員合わ せ て 約100名の 出席に よ り ，
予定時聞を超過 し て 熱心 に 懇談 が行 わ れ ま し た 。
出席者 か ら は ， 昨年度 多く の 追加 合格 を 出し た こ と
への 対策及 び推薦入学 に つ い て の 質 問 ・ 要 望が 多く 寄
ら せ れ る な ど ， 高校関係者の 本学へ の 強 い 関心 と 期 待








学 内 か ら 大 量に 排出さ れ る 実験廃棄物 の 適 正 な 取 扱
い と 処理 を 願う必要か ら ， 去る 7月 20 日 （月）黒田 講 堂に
お い て 実験廃棄物取扱い講 習 会 が開 催さ れ まし た。
約400 名が 出席し でほぼ満 員 と な ったこの 講 習 会 で
は ， まず ， 小 黒学長か ら ， 世 界 的 規模で地球環境保 全
の 重要性が 叫ばれ て い る 今 日 ， 教育 研究を推進す る 大
学 に お い て も環境保全 に つ い て 高い モ ラ ル と 行動 が 望
まれ て い る 。 この観点か ら ， 本学 に お い て も秩序あ る
学園 環境の 維持に 努 め て ほし い と あ い さ つ が あ り まし
た。
次 い で ， 野村廃液処理 室運営委員会委員長 （ 教 育 学
部教授 ） か ら ， 実験廃棄物 の 処理 に つ い て の 各大 学 の
対応状況及び大学等 に お け る 廃棄物 の 特殊性 ・多様 性
と 公害防止の 必要性 に つ い て ， また， 後 藤廃液処理 施
設長 （理学部教授） か ら は ， 本 学 に お け る 実 験 廃 棄 物
の 処理方法の 概要及 ひ’各種 有害物 質 の 排水基準 と 実 験
廃液洗浄の 際 の 注意事項 に つ い て説明 が あ り まし た。
引 き 続 き ， 廃液処理施設 担当 の 理学部 笠原助手か ら ，
廃液処理施設 への 廃液搬入 の 手 順な ど実 際 の 利 用 に 当
たって の 留意事項 と 協 力依頼に つ い て説 明 が あ り ， 講
習 会 を 終 了 し まし た。
この 講 習 会 の 実施 に 伴い ， 教職員 ・学生 に ， 適 正 な
実験廃棄物 の 処理が 環境保 全 に 密接に か か わ って い る
こと が再 認識願え ， また， 種 々 の 実験 に お い て は ， 廃
液の 区 分 の 徹底及 び 有機溶媒の 回 収・再利用 に 努 め ，
実験 ス ケ ー ル を縮小化す る な ど し て 廃液排出を必要最
小限と す る 認識が深 まり ， 今 後 よ り 適正な 処理 が 行 わ




































学校教育を修了 し社会 で 働 く 人が， 必要 に 応じて 再
び学校 で教育を受 け る シ ス テ ム で ， 大学等の 高等 教 育
機 関 が 働 く 人 々 の ニー ズに 応え て 様 々 な 学習 の 場 を 提
供す る 画期的 な 教 育 「リ カ レン ト教育 」の 学習 コ ー ス
が， この た び， 県 内 高等教育機関 の 初の 企 画と し て ，
本学で実施 さ れ ました。
この リ カ レ ン ト学習 コ ー ス は ， 全 国 で 4 番目 の 地域
と し て 文部省 か ら 委嘱を受 け た 「富 山 地域 リ カ レ ン ト
教育推進協議 会 」の リ カ レン ト教育推進事業の一 環で，
「ビジネス マン の た め の 情報科学 」と 題 して ， 去る 7 月 20
日 （月）か ら 7 月 24 日 幽の 5 日 間 に わ た って本学 情報 処理
セ ン タ ー で 開設 さ れ まし た 。 （学習 コ ー ス の 内容 は ，
前 月 号 に 掲載しであ り ます 。 ）
午前が講 義， 午後 は実習 と 精力的 に 行 わ れ た この 学
習 コ ー ス に は ， 定員20 名の 募集に 県 内 企業の 社会 人 技
術者等21 名が受講 し， 大 型コ ン ビュ ー タ を用 いて の デー
タ ベ ー ス の 作成法 ， 経営 情報 シ ス テ ム の 企画 ・作 成 ・
手順及 び 仕業計画支援モデル シス テ ム の 作成 ， 更に 科
学的 経営 管理手法及び ファジィ一理 論 を 修 得し ， 大 き
な 成 果 を 挙げまし た 。 今後， 受講者 は， 各職 場に お い
て業務の 合理化， 効率化 の ため の コ ン ビ ュ ー タ 導 入 等
に際 し ， その 企 画 推進の 中心的 役割りを 果し て くれ る
もの と 期 待 さ れ ます 。
また， 修 了証書を授与 さ れ た受講者か ら は， 今後 と
も， シ ス テ ム 開 発の ため の 最新の技術 や考 え 方 に つい
て の 学習 コー ス を 継続 し て 開設 し て ほし い と 要 望が 出
さ れ るな ど， 今後 の 生 涯学習 社会 の ニ ー ズに対応し た
社会 人 ・職業人 の た め の リ カ レ ン ト教育推進 の 必 要を
再 認識さ せ ら れ た学習 コ ー ス と な りまし た。
A 5日間の受講を終えて八木情報処理センタ ー長 か
ら修了証書を授与される受講者
企 今後のリカ レン卜教育推進のた め， 最終日懇談会
がもたれ， 活発な意見交換が行われる
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この たび ， 本学工学部 電子情報工学科の実験 研 究 棟
が現 電子情報工学科 建物 に 隣接し て 完成 し まし た 。
平成元年度 に 改組拡充 さ れ た工学部 電子情報工学 科
で は ， 平成 2年10月 に学生 が専門教育課程 へ移行し ま
し たが ， 実験 室及 び講 義室等 に 不足を生 仏教 育 ・ 研
究 に 支障を 来 たし て い まし た 。昨年， 平成 3 ・ 4 年 度
国 債事業 と し て新営予算が 認め ら れ ， 平成 3 年 1 0 月 か
ら 施 工 さ れ て い たもの で す 。
な お， 新 営 建物 の 概要 は ， 次 の と お り で す 。
｜ 構造 ・ 面積 ｜ 鉄筋コ ンク リ ー ト5 階建
2, 244 rrl 
｜工事期間 ｜ 平成 3 年 10月 1 2日 ～平 成 4 年 7 月
31 日
｜ 工 事 費 ｜




（施工 ） ［建築］大 成 建設株式会社
［電気］株式会社 ア ベ ッ ク ス 和光
［設 備］川崎設 備工業株式会社
［エレベー タ ー ］
日 本 エレベー タ ー 製造株式会社
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（イベント開催のお知らせ） 平成4年9月12日（土）
地域における大学と社会との連携・協力推進のためのイベント
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＊共同 研究 相談・ ＊学術講演 ＊パ ネル展示 ＊富山商業高等学校 ＊走査型電子顕微 ＊ワークステーション ＊研究 紹介 ＊大学 紹介 ＊実験 ： 理学部 ＊水素同 位体 ＊映画 コ ー ナー ＊研究 紹介 ：
パ ネル展示 “超電導い ま “工学部研究紹介” ‘ドリル演奏” 鏡観察 に触れるコーナー ：低温液化 室 ビデオコ ー ナー “たの し い 機能研究 “科学技術 と 理学部
-1 0: 00- コ ー ナー みら い ” 。電子情報工学科 コ ー ナー “ワークステーション “極低温の 世界 化学 反応” センター紹介 人間 ” “ 地磁気は 気候
（終 日 開設） 客員教授 。樹戒システム工学:f4 ＊夢の 自 動車 “いつ で も っておもしろい” 一一2 00℃で は 何 “大学 は 、 い ま” 化学科 教授 ． エネJレギー を を変え る か ”
田 中 靖三 。物質 工学科 ソーラーカー みれ る ミ ク ロ が 起 き る か 一 ” 尾島 十郎ほか 考え る 富山！総創輔センター 地球科学科教授
。化学生物工学科 原理 解説 と の 世界 ” （第1回目） 。パネル展示 の視聴覚ライブラリーか 広岡 公夫
（アンケート） - - - ・ ・ ・ ・ ・4・ ・・． ． 走行実演 ＊科学技術 （アンケー卜） “トリチウム ” ら 16 ミ リ 映画 （アンケート）
質 疑応答 （終 日 開設） （第1回目） 身近な もの （アンケート） ビデオコ ー ナー つて な にー ”
-1 1 . 00 － － － ー． な ん で もO K! “水素の 魅力”
（アンケート） “科学技術 と 〔終 日 連続 放映〕
超電導浮上実演 人間 ” 。デモンスト
パネ／レ展示 ＊トンネル顕微鏡 レーション
観察コ ー ナー “水素の
（アンケート） “いつで もみれ る 〔終 日 連続 放映〕 利用原理 ”
- 12 00- 原 子・＝次 元 “プラズマ
の 世界 ” （昼食休憩） 発光 ”
13 00 
＊研究 紹介 ＊研究 紹介 ＊実験 － 理学部 〔繰 り返し実施 〕
工学部 低温液化 室 “ひか り で みる
ー “液晶の 世界 ” “極低温の 世界 生命の し くみ”
電 子情報工学科 一 一 200℃では何 生物学科 教授
教授 女川 博義 一 日 中 が 起 き る か 一 ” 笹山 雄一
- 14 00 - やっ て るよグ （第2回目）
質 疑応答 ＊夢の 自動車
ソーラーカー （アンケート） （アンケート）
液晶実演と 原理 解説 と （アンケート）
パネル 展示 走行実演 15分休憩
（第2回目） （アンケー卜）
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異動区分 発令 年月 日 氏 名 異動前の 所属官職 異 動 内 ，合ぜ‘r・
採 用 4 .  7. 6 宮 田 良 造 臨時用務員 （人文学部 ・ 理学部作業員）
4 .  7. 13 細 川 由 美 事務補佐員 （附属図書館）
退 職 4 .  7 .  15 柴 田 紀 子 事務補佐員 （ 附属図書館） 平成 4 年7 月 14 日 限 り退職 し た
4 .  7. 18 多 胡 久 技術補佐員 （ 経理部 主計 課） 平成 4 年7月 1 7日 限 り退職 し た
／／ 森 野 勇 ／／ ／ノ ／ノ
，， 平 井 徹 ，， ，， ，， 
ノノ 藤 井 友 美 事務補佐員 （教育学部 〉 ノノ
4 .  7. 23 林 敏 和 ，， （附属図書館） 平成 4 年7月 22 日 限 り退職 し た
，， 中 村 繁 之 ノノ ，， ／／ 
／ノ 高 越 義 一 ／ノ ，， ，， 
ノ〆 杉 森 真希子 ，， ，， ，， 
�G!)l!J� 
（ 省 令 ）
。文部省関 係研究交流促進 法施行規 則J （文部30)
7. 1 
（規則 ）
。人事院規則 8 -12 （職員 の 任免） の一部 を 改 正す
る 人事院規則 （人事院 8 -1 2 -4 ) 7. 1 
0人事院規則 9 - 2 （俸給 表 の 適 用範囲） の 一部 を
改 正す る 人事院規則 （ 同 9 -2 -1 6 ) 7 . 1 
。 人事院規則 9 -17 （俸給 の 特別調整額〉の 一部 を
改正す る 人事院規則 （ 同 9 -1 7 - 38) 7 . 1 
（告示〉
。 旅券法第 3 条第 2 項第 2 号 の 規 定 に 基 づ き 一般 旅
券の 申 請 に 係 る 書類の 一部 に つき そ の 提 出を要 し
な い こ と と し う る 場 合 を 指定す る 件（外務314)
7 . 16 
�司書J
平成4年度第3回事務協議会（7 月 3 日 ）
（議 題）
(1) 当 面 の 諸問 題 に つい て
平成4年度第1国学寮補導委員会（ 7月 3 日 ）
（審議事項）
(1) 水道料の 負担割 合 に つい て
(2) 寮生 と の 話合 い （ い わ ゆ る 団交 ） に つい て
( 3) そ の 他
平成4年度第2回新教育課程実施委員会（7 月 3 日 ）
（議 題）
(1) 作業部 会の 検討状 況に つい て
(2) 新教育 課程 の 編成 に つい て
(3) そ の 他
第4回自己点検・評価に 関する検討委員会（7月7日）
（議 題）
(1) 「富 山 大学 に お け る 自己点検 ・評価の あり方 に
つい て （答 申 ） J （ 案 ）
(2) そ の 他




(1) 新教育課程 の 編成 に つ い て
(2) その 他
平成4年度第6回評議会（7 月 17 日 ）
（審議事項）
(1) 富 山大学 自 己点検 ・ 評価 に 関 する検討委員会 か
ら の 答 申 の 対 応等 に つ い て
(2) 富 山大学理学部 規則 の一部改 正に つ い て




(1) 第 8 期調査研究 に つ い て
(2) その 他
平成4年度第4回事務協議会（7 月 21 日 ）
（議 題）
(1 ) 当面の諸問題 に つ い て
平成4年度第3回入学試験実施委員会（7 月 21 日 ）
（審議事項）
(1) 入学試験実 施委員会 問題作成委員会委員に つ い
て
報 第336号
(2) 平成 5 年度富山 大学学生 募集要項 （ 案） に つ い
て
( 3) 平成 6 年 度 に お け る入学者選 抜第 2 次試験 の 実
施方式 ・ 日 程等 に つ い て
平成4年度第3回入学試験委員会(7月21日）
（審議事項）
( 1) 平成 5 年度 富 山 大学学生 募集要項 （ 案） に つ い
て
(2) 平成 6 年 度 に お け る入学 者選抜第 2 次試験 の 実
施方式 ・ 日 程等 に つ い て
平成4年度第4回附属図書館商議会（7 月 24 日 ）
（審議事項）
(1) 平成 4 年度図 書購入 費 の選定枠 に つ い て
(2) 留学生用 図 書購入費 に つ い て
( 3) 附属図 書館 自 己点検 評価 に つ い て
平成4年度第3回補導協議会（7 月 31 日 ）
（審議事項）





1 数学科 に 情 報数理講座が新設され た こ と に 伴い ， 情 報数理 に 関 する授業科目 を新設し ， 教育 内容の充実を
図 るた め ， 所要事項を 改 め る。
2 「材料科学」 及 び 「放射線基 礎 学 」の 授業科 目 を開設し ， 教育 内容の充実 を 図 るた め ， 所要事項を改め る。
、
、
富 山大学理学部 規則 の 一部を改 正する規則 を 次 の と お り 制定 する。
平成 4 年7 月 17 日
富 山大学長 小黒 千足
富山大学理学部規則の一部を改正する規則
富 山大学理学部 規則J （ 昭 和52 年5 月 16日 制定） の 一部 を 次 の よ う に 改正 する。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る。 （別添の と お り ）
附 則








専攻 科目 単 位 数関連 選 択科目 単位 数自由 選 択科目必 修 選 択





代 数学 演 習 1 力 学 演 習 2 育科目 （教職科目 を除く。）
代 数チ>v.. II 2 電 磁 気 学 4 のうちから 選択 する ものと
代 数学 特論 A 2 電 磁 気 学 演 習 2 する 。ただし，専 攻科目の代 数学 特論 B 4 光 学 うちからも選択 する こ とが
幾 何 Aザ同ー I 2 光 学 特 吾i/問' 1 できる 。
幾 ｛可 学 II 2 熱 力 学 統 計力 学 4 
幾 何 学 I 演 習 熱 力 学 統計力 学演 習
幾 何 学 II 演 習 量 子 カ 学 6 
幾 ｛可 －ふ� m 2 量 子力 学 演 習 2 
幾 ｛可 抽→ん一 特E命 4 物 理 数学 4 
位 相 数学 I 2 物理 数学 演 習 2 
位相 数学 演 習 1 固 体 a命 I 4 
キ目 数学 II 2 相 支す モt岡' 2 
複 素 解 析 学 I 2 電 波 物 理 学 I 2 
複素解析 学演 習 原子物理 学序説 2 
複 素 解 析学II 2 物 1生 壬u''岡 序 説 2 
解 析 学 特論 A 4 地球物理 学序 説 2 
解 析 学 特論 B 4 
解 析 学 特 論 c 4 専攻科目の選択科目の うち
解 析 学 序 論 I 2 から も選択 する こ とができ
解析学序論 I演 習 る。
解 析 学 序論 II 2 
笑 関 数吾画／問、 I 2 
実関 数論 演 習
実 関 数号品辺開、 II 2 
数理 統 計 学 2 
li'fil 率 毛a先閥' I 2 
確 一キ－ミ－ モ｛＇岡>. 日 2 
数理 統計学特論 A 4 
数理 統計学特論B 4 
応 用 解 析 学 I 2 
応用解析 学演 習
応 用 解 析 学 II 2 
関 数解 析 学 I 2 
関 数解 析 学 II 2 
計 算 数学 序論 2 
計 数学序論 演 習 1 
E十 算 数 チム忌4与 I 2 
計 算 数；子 II 2 
応用解析学特論 A 6 
応 用 解析学特論 B 2 
応 用 解析学特論 C 4 
情 報 数理 学 I 2 
情 数理 学I演 習 2 
情 報 数理 学 II 2 
情 数理 学E 演 習 1 
量 子 数理 2 
量 子 数理 演 習 1 
現 像 解 析 2 
制御シ ス テ ム理論 2 
数学 議 qプb1.. 12 
言十 37 86 言十 47 
卒業に 必要な単位数
専 攻 必修37 （数学識究12単位含む 。），専 攻選択 25単位，関連選択10単位，自由選択4単位，合計76t1位
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物 理 学 科
専 攻 科 目 単 位 数 関 連 選 択科 目 単 位 数 自由 選 択科目必 修 選 択
熱 力 学 統 計 力 学 4 幾 ｛可 学 I 2 他学科及び他学部の専門教
熱力学統計力学演習 応 用 解 析 学 I 2 育科目（教職科目を除く。）
固 体 告｛冊> I 4 応用 解 析 学 演 習 1 のうちから選択するものと
低 温 物 理 十».lo 2 応 用 解 析 学 II 2 する。ただし， 専攻科目の
磁 性 2 関 数 解 析 学 I 2 うちからも選択することが
半 導 体 1 関 数 解 析 学 II 2 できる。
物 ↑生 i命 序 説 2 5十 算 数 悼＋ I 2 
量 子 カ 学 6 5十 算 数 学 II 2 
量 子 力 学演 習 2 応用解析学特論B 2 
物 理 数 学 4 基 礎 物 理 化 学 2 
物 理 数 学 演 習 2 基 礎 有 機 化 学 2 
量 子 力 学 特 論 2 化 学 実 験 2 
本目 ます 壬品l開b、 2 分 析 化 学 2 
核 物 理 寸主主f: I 2 無 機 化 寸A主4二与 2 
核 物 理 学 II 2 天 然、 物 化 学 2 
:;J] 学 4 基 礎 百3 態 学 2 
カ 学 演 習 2 基 礎 生 理 二旬、子"· 2 
物 理 実 験 字 2 基 礎 細 胞 学 2 
述 �t 体 11 学 2 環境生物学序説 2 
粒 子 線 回 折 2 生 物 学 実 験 2 
固 体 壬員九制 II 2 基礎地球物理学 2 
原子物 理学序説 2 基 礎 地 質 学 2 
’·li ァ 磁 気 字 4 基 礎 地 球 化 学 2 
電 磁 気 学 演 習 2 基 礎 雪 氷 学 2 
む 波 物 理 学 I 2 地 球 科 学 実 験 2 
屯 波 物 理 学 II 2 材 料 科 学 2 
界 機 立話 習 2 放 射 線 基 礎学 2 
屯 波 天 又 学
ぅt 学 2 専攻科目の選択科目のうち
すiニ 学 特 霊画長企問‘晶 からも選択することができ
レ 一 ザ 一 理 吾｛＂岡 2 る。
基礎科学 実験 I 2 
基礎科学実験 E 2 
基礎科学 実験 E 2 
物理学基礎実験 2 
物浬学特 別 講 義 ※ 
卒 業 壬画λ剛h‘ 文 12 
員十 53 3 9  目十 53 
※印を付した物理学特別講義の単位数は， 必要に応じて定める。
卒業に必要な単位数
専攻必修53単位（卒業論文12単位含む。）． 専攻選択9単位， 関連選択8単位， 自由選択6 単位， 合計76単位
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化 学 科
専 攻 科 目
化 学 平 衡論
化 学 反 応論





化 学 工 学
基 礎 物 理 化学
構 造 化 学
化 学結 合論
構 造 化学実 験




分 析 化 学
無 機 化 学
分 析 化学実 験
分 析 化学特論 I
分 析 化学特論E




化 学 実 験
脂 肪 族 化 学






高 分 子 化 学
基 礎 有機 化学











放 射線 基 礎学












1 2  
48 I 6 0 
nrund
n49“ndnL 
関 連 選 択科目
応 用 解 析 学 I
応用 解 析学特論 B
物理学 基礎 実 験
原子物理学序説
物 性論 序 説
固 体論 I
量 子 力 学
物 理 実 験 学
電 磁 気 学
光 学
生 物 学 実 験
基 礎 形 態 学
基 礎生理 学
基 礎 細 胞 学
環境生物学序説
生 物 物 理 化学
遺 伝 学
環 境 生 理 化学
地 球 科学実 験
基礎 地球物理 学
基 礎 地 質学
基 礎 地 球化学
基 礎 雪 氷学
一 般 地 質学
岩 石 学 I
陸 水 化 学


















育科目 （教職科目 を除く 。）のうちから 選択 する ものと
する 。ただし，専 攻科目の









から も選択 する ことが でき
る。






専 攻必修48 単（卒業論文 1 2 単位含む 。），専攻選択 1 6 単位，関連 選択 8単位，自由選択 4 単位．合計76 単位
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生 物 学 科
専 攻 科目 単位
数関 連 選 択科目 単位 数自 由 選 択科目必 修 選 択







系 統 + 2 応用 解 析学 特論 B 2 育科目 （教職科目 を除く 。）
実 験 形 態 千A忌，.・ 2 物 性 雪回A作目 序 説 2 のうちから 選択 する ものと
種 生 物 一A子"'- 原子物理学 序説 2 する 。ただし，専攻科目の
荒2 態 p弓＂＇ム忌 特吾＿，.岡 2 熱 力学 統計力学 4 うちから も選択 するこ とが
系 統 千.u.4 特三t問' 2 量 子 力 ふ千ん4 6 できる 。
応 用 生 物学 2 物 理 実 験 ふ－ふF,. 2 
基 礎 形 態 A守且 ！.』 2 物理学 基礎 実 験 2 
形 態 学 実 験 2 基 礎 物 理 化学 2 
系 統 p→＂＇.： 実 験 2 選 礎 有機 化学 2 
臨海実験 I 又は野外実験 I 2 天 然 物 化学 2 
臨海実験E又 野外実験E 2 イヒ ふ寸孟t与． 平 衡 il'冊 2 
生 物 学 実 験 2 化 学 反 応、 ミ函t岡' 2 
生 理 学 6 分 析 イヒ 寸ぶ品先ー 2 
生 物 化 寸，..，一' 2 1旨 肪 族 化 弓円" 2 
生 物 物 理 化学 2 芳 香 族 イヒ学 2 
動物生理 学特論 生 化 学 2 
植物 生 理学特論 化 ふ千"'- 実 験 2 
基 礎生理 学 2 古 生 物 学 2 
生理 ；川=r-ι 実 験 4 地 球 化 学 2 
車問 胞 生 物学 2 陸 水 イヒ 学 2 
迫 伝 ：白W子 2 基礎 地 球 物理学 2 
櫨 物 発 生P寸晶aー' 2 基 礎 地 質戸－主子,. 2 
情 報 高 分 子学 基 礎 地 球化学 2 
微 生 物 P十‘九 基 礎 －三Fヨ 7.1< 千>-4 2 
細 胞生物学特論 2 地 球 科学 実 験 2 
遺 伝学 特ミ•＂岡' 材 料 科 pぺ子�ら 2 
基 礎 細 胞 $: 2 放 射線 基 礎学 2 
車問 胞学 実 験 2 
遺 伝 千,.,.,. 実 験 2 専攻科目の選択科目のうち
生 態 学 から も選択 するこ とが でき
環 境 生 理 化学 2 る。
放 射線 生 物学 2 
発 生 山千＂＇」 2 
環 境 科学 特論 1 
海 洋 生 物 �孟P,. 1 
環 境 生 物 A千孟，. 2 
環境生物学 序説 2 
環境 生 物学 実 験 3 
発 生ぶ→品皐．ー 実 験 1 
生物学 特別 講義 ※ 
卒 業号aメ岡' 文 12 
計 52 37 計 6 2  
※印を付した生物学特別講義の 単位数は，必要に応じて定める 。
卒業に必要な 単位数
専攻必修52 単（卒業論 文1 2 単位含む。），専攻選択 12 単位，関連 選択 10単位，自由選択 2 単位．合計76 単位
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地球科学科
専 攻科目 単位 数関 連 選 択科目 単位 数自 由 選 択科目必 修 選 択































































地 球 物理学 序説
学
2 2 
地 震 2 2 
岩 石 磁 気 学 2 2 
地 球 力 学 2 4 できる。
地 球周辺物理学 2 
地球物理学特論I 2 4 





















鉱 物 p寸� 2 基 理 化
ヒ
2 
石山 石 $ 2 基 機態イ
2 
鉱 床 A子Aゐ 2 基
基 礎 生形 理
2 
地殻 進 化 B守�ム－ 2 2 
構 i'旦金三 地 質学 2 2 
日本列島地質誌 2 2 
古 生 物 チA且r. 2 2 
地 質学 特論I 2 2 
地 質学 特論 II 2 2 
地 質学 特論 E 2 2 






地 声ヲ丞 z．ー 2 専攻科目の選択科目との うち地 質学 巡 検 I 2 から も選択 するこができ


















地熱 ヒ 2 

















論 � 2 2 






































































卒 業�，問> 文 12 
計 37 93 計 5 2  
※印を付した地球科学 特別講義の単位数は，必要に応じて定める。
卒業に必要な単位数
専攻必修37 （卒業論文1 2単位含む。）．専攻選択2 9単位，関連選択 8単位，自由選択2単位，合計76単位
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富山大学新教育課程実施委員会内規の制定
/ － 富山大学新教育課程実施委員会内規の制定理由
j 富山大学新教育課程実 施委員会 に お け る具体の作業を進 め るた め ， 富山大学新教育課程実
施委員会 規則第 8 条 に 基 づ く 部会 に つ い て の 必要な事項を定め る。
富山大学新教育課程実施委員会内規
第 1 条 全学に共通 する科 目 に係 る授業科 目等 に つい て
企画 ・ 編成 するた め ， 富山大学新教育課程実 施委員会









(8） 総合科 目 部会
2 部会は ， 当該分 野に係 る次の事項を 担当する。
(1) 主 題 ， 開講授業科 目 及び授業時数の設定
(2 ） 授業担当教官 （学外非常勤 講師を 含 む 。 ） の 選
任
(3 ） 講義要録の と り まと め
(4) 授業時間割表の作成
(5) そ の他の教育課程 に関 する事項
3 部会に部会長を置 き ， 部会長 は部会 に 係 る事項を 総
括する。
第 2 条 部会に専門的事項を 担当 するた め ， 次 の 分科会
を置 く 。
(1) 人文科学系部会
ア 思想 と 倫理分科会
イ 心理 と 教育分科会
ウ 歴史 の 世界分科会
エ 文学 と 芸術分科会
オ 言語 と 文化分科会
(2) 社会科学系部会
ア 社会科学の方法分科会
イ 法 と 政治分科会
ウ 産業と 経済分科会



















2 分科会 に分科会長を置 き ， 分科会長 は 当該分科会 に
係 る事項を 総括する。
3 分科会 は ， 対応 する富山大学教育課程編成方針Eの
6 の （1 ）の授業主 題の教科部か ら 選 出 さ れ た 委員各若干
名を も って構成 する。
第 3 条 部会は， 当該部会に係 る各分科会を 代表 する者
若干名を も って構成 する。 ただ し ， 総合科 目 部会 は ，
各分科会 （前条第 1 項の 6 号及び 7 号を 除 く 。 ）を 代
表 する者 各1 名を も って構成 する。
第 4 条 部会聞 に お け る連絡調整が 必要 な 場合 は ， 関 係
部会 閣の連絡調整会議を設け ること がで き る。
2 連絡調整会議に 必要 な事項は ， 当該部会 問で定め る。
附 則
こ の 内規は ， 平成 4 年7 月 17 日 か ら 施行 する。
円i’Eム
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元本学教授和 崎洋一氏は， 平 成 4 年6 月 29 日 逝去 （享年71歳 ）され まし た が， 同 氏の 生前 の 功績に 対 し ， 同 日 付
け で正六位 に叙され， 勲四等 旭日 小受章が授与 され まし た 。
副司副司J
学位取得者




文学博士 （大 阪大学 ）
平成 4 年6 月 23 日
律令社会 の 考古学的研究










渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
ハ ン ガ リ 4. 7. 14 外 国 出 張 理 学 部 助教授 高 安 紀 ド イ 第 10回国際 触媒学 会 に 出席等、ソ 4 .  8 .  1 
4. 7. 15  
ノノ 助 手 吉田 尚弘 タ イ 熱帯湿地 林の ガス 代謝調 査
4. 7. 2 9  
第 7 回新規 な芳香族化 合物 に 4. 7. 17 工 学 部 助教授 黒田 重靖 カ ナ ダ 関す る 国際会議で研究 発表 等 4. 7. 30 
第25回国際心理学 ブ リ ュ ッセ 4 .  7. 18 教育学部 教 授 塚 野 州一 ""' ／レ ギ 一 jレ会議 に 出席 4 .  7 .  26 
カナダ， ア メ リ カ 粉体 を利 用 した断熱に 関 す る 4. 7. 28 工学 部 ，， 竹越 栄俊 オ ー ス トリア ，
ドイ ツ， 連 合王国研究 4. 9. 27 
国際 乾燥工学 シ ンポジウ ム で 4. 7. 30 
II 講 師 吉田 正 道 カ ナ ダ 研究 発表等 4. 8 .  10  
北 ア メ リ カ椋皮動物会 議 に 出 4 .  7. 1 海 外 研 修 理 学 部 助教授 小松 美 英 子 ア メ リ カ合衆国 席等 4. 7 .  12  
第 2 回 磁性体の物理 国際 シン 4 .  7. 2 教育学部 教 授 清水 建次 中 国 ポジウ ム に 出席等 4. 7. 13 
ヨ ー ロ ッパ ・ ア メ リ カ世 界 に 4. 7. 9 
II 講 師 市川 文 彦 ア メ リ カ合衆国 お け る 経済 発展 に 関 す る 調 査
・ 研究等 4. 7. 28 
メアリー・アン・ ア イ ノレ ラ ン ド ア ング ロ ・ ア イ リ ッシ ュ 文 学 4. 7. 10 教 養 部 助教授 ム ラ ジア ン 連 合 王 国 国際学会 に お い て 研究 発表 等ア メ リ カ合衆国 4. 8. 24 
第14回 I UPA C国際 光 化 学 4. 7. 14 工 学 部 松郷 誠一 フ フ
ン ス
，， 
« Jレ ギ 会議 に 出席等 4. 7. 26 
在日 韓国人の社会的 ネットワ ー 4 .  7 .  16 経済学部 教 授 飯田 剛史 大 韓 民 国 ク 研究 に 関 す る 資料収集 4. 7. 20 
4. 7. 17 
人文学部 ，， 藤本 幸夫 大 車章 民 国 朝鮮本調査， 資料収集
4. 8. 27 
4. 7. 1 9  
経済学部 ／ノ 居林 次雄 連 ぷ仁コ』 王 国 会社法 に 関 す る 研究等
4 .  8. 1 
n同U1よ
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
海 外 研 修 教育学部 教 授 中川 昨 ド イ ツ 第 17回国 際家政学会議 に 出席
4. 7. 24 
ス イ ス 等 4. 8. 7 
ノノ ，， 中村 義朗 大 第20回 I SME （ 国 際音楽教
4 .  7 .  26 
韓 民 国 育 協会） 国 際会議 に 出席等 4. 7. 30 
連 〆€コ' 王 国 エドガー ・ A ・ ポ のー 文 学 の
人文学部 II 福 田 立 明 受容， 研究が早か った西欧＝
4 .  7. 29 
フ フ ン ス






細 川 由 美 文部技官
（材料設計工学）
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平成 4 年 8 月 7 日
人 事 院 勧 告 の 概 要
人事院 は， 平成 4 年 8 月 7 臼 （金） 国会 と 内閣に対 し，
国家公務員法及び一般職の職員の給与等 に 関 す る 法律 の
規定 に基づ き ， 一般職の職員の給与， 勤務時間等 に つ い
て報告及 び勧告を行 い ま し た 。
給与勧告の骨子及び職員の勤務時間 等 に 関 す る 報告 の
骨子並 びに本学関連の俸給表は， 以下の と お り です 。
〈給与勧告の骨子〉
勧告 に際 し て は， 社会経済情勢全般の動向を踏 ま え つつ， 民間給与 と の均衡を図 る こ と を基本 と し ， 広 く 各界か ら意見
聴取を行 う な ど様々 な角度か ら 検討
一 官 民 較 差
1 較 差 9,072円 2.87% （ 内訳 本較差 2.34% 遡及改定分 0.53% )
2 配 分 俸給 7 , 920円 諸手当 651 円 は ね か え り 分 501 円 計 9,072円
行政職ト） ・ 口 現行給与 316, 175円 平均年齢 39.8歳
一 改 定 の 内 容
l 俸 給 表
(1） 初 任 給
試 験 俸 給 月 客員
調 整 手 当 を 含 ん だ 額
( 10 % 地 域 の 場 合 ）
大学卒 I 種試験 175 ,300円 （現行168,000円 ） (4.3%引上げ） 192 ,830円 （現行184,800円 ）
，， E 種試験 161 ,400円 （現行153 ,700 円 ） (5 .0% 引 上 げ） 177,540円 （現行169,070円 ）
高校卒 E種試験 131 ,900円 （現行124,900 円 ） (5 .6%引上げ） 145 ,090円 （現行137,390円）
(2） 配 分
石下一級 \ 1 \ 2 \ 3 \ 4 I s \ 6 I 1 \ s I 9 \ 10 \ 1 1  ＼ 計
付 ｜ 引上率（ % ） ｜ 5.3 I 4.4 I 3 .5  I 2 .s 1 2 .6 1 2 .4 I 2 .3  I 2 .3  I 2 .3  I 2 . 2  I 2 .2  I 2 .9  
(3） 各 俸 給 表 ・ 昇格制度の改善措置の効果 （在職者調整分を含む） を も 念頭に置い た行政職 と の権衡
を基本に改定
・ 看護婦， 公安職， 若手研究員等 に配慮
2 手 当
(1)  扶養手当 の 改定
子， 孫及ひe弟妹 につ いて， 満22歳に達す る 日 以後の最初の年度末 ま で支給で き る よ う 改善
(2） 通勤手当の改定
－L 円／】
平成 4 年8 月 発行 品拍手 報
ア 交通機関等利用者 現行 どお り
イ 自 動車等使用者 片道lOkm以上の 区分につ い て 月 額300 円 か ら 2 , 100円 の増額
(3) 住居手 当 の 改定
（例） 片道10回以上15km未満 月 額 6, 200円 → 6,500円
片道40回以上 月 額 18,800円 → 20,900円
ア 借家 ・ 借間 （基礎控除額 1 1 ,000円 → 12,000円 ）
イ 自 宅
全額支給限度額 10,000円 → 1 1 , 000円
1 / 2 加算限度額 13,000円 → 15 ,000円
注 ） 最高支給限度額 月 額26, 000円 （現行23,000円 ）
現行 どお り
(4) 医師の初任給調整手当 の改定
ア 医療職ト）の医師 最高 276 ,000円 → 285 ,000円
最高 48,500円 → 49,500円イ 医療職ト）以外の 医師 （ 医系教官等）
(5） 宿 日 直手当の改定
ア 一般の宿 日 直 2,900円 → 3,200円
イ そ の他の宿 日 直 （例） 業務当直 3,600円～5, 100円 → 4,000円～5,600円
(6) 調整手当支給地域に 係 る 支給割合の適性化
ア 東京都特別区 10/100 → 12/100 （ た だ し ， 平成 6 . 3 .  31 ま で は 1 1/100)
イ 7 市 1 町 10/100 → 6/100 （経過措置 あ り ）
3 そ の 他
第336号
官民給与の比較方法の見直 し を 引 き 続 き 進 め る ほ か， 中途採用者の初任給決定方法の在 り 方を検討す る 旨表明
一 実 施 時 期
平成 4 年 4 月 1 日 た だ し ， 宿 日 直手当 は平成 5 年 1 月 1 日 ， 調整手当 は平成 5 年 4 月 1 日
四 そ の 他
・ 人材確保の た め， 勤務条件の着実 な改善， 多面的評価 の た め の試験方法の見直 し等を進 め る 旨表明
－ 活力 あ る 高齢社会を築 く た め高齢者雇用 の促進が求め ら れて い る 中 で， 公務 に お い て も， 意欲 と 能力 の あ る 高齢




本年 5 月 か ら完全週休 2 日 制を基本 と し た週40時間勤務制が実現
引 き 続 き 事務の 合理化 ・ 効率化， 適正な勤務時間管理， 行政運営の 改善努力等が必要
。 「生活大国 5 か年計画」 の環定
生活大国 5 か年計画 （平成 4 年 6 月 閣議決定） の策定を踏 ま え， 公務部門に お い て も 勤務時間 ・ 休暇等の勤務
条件を見直 し， 勤務時間等 に 関す る 新 た な 施策 の展開が必要
2 フ レ ッ ク ス タ イ ム制の導入
(1) フ レ ッ ク ス タ イ ム 制 を め ぐ る 状況
。 「生活大国 5 か年計画」 に お け る 必要性の指摘， 科学技術会議の答申 に お け る 同制度の推進の提言
- 22-
平成4年8月発行 品尚一チ
。 民間の導入状況 （平成 4 年職種別民間給与実態調査）
報
企業規模500人以上の事業所の研究部門の普及率 は本年度中 に50% を超え る 見込み
(2) フ レ ッ ク ス タ イ ム 制導入の必要性
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研究者の職務内容や勤務の実態 に応 じ た勤務時間 の弾力的 な配分に よ り ， 職業生活 と 個人生活 と の調和を図 る と
と も に， 研究成果の向上や人材確保等の効果を期待
(3) フ レ ッ ク ス タ イ ム 制の概要
ア 対象職員……原則 と し て研究職俸給表の適用 を受け る 職員
イ 実施単位・…・ ・原則 と し て試験研究機関単位
ウ 勤務時間の割振 り …… 各庁の長が職員 の希望を考慮 し て割 り 振 り ， 日 曜 日 及び土曜 日 は勤務を要 し な い
日 と す る
エ コ ア タ イ ム 及 び フ レ キ シ フソレ タ イ ム を設定 （下記を原則）
・ コ ア タ イ ム （ 1 日 の う ち 必ず勤務 し な け ればな ら な い時間帯） : 10時～15時 （休憩時聞を除 く ）
・ フ レ キ シ プル タ イ ム （職員の希望 を考慮 し て勤務時間を設定で き る 時間帯） : 7 時～10時及 び15時～22時
オ 勤務時間の割振 り 単位機関……原則 と し て 4 週間を単位期間 と し 1 週間平均40時間
カ 実施時期…・ ・ ・平成 5 年 4 月
な お， 今回の実施状況等を見定め， 今後， 他の職種への適用拡大等 も 検討
3 効率的かつ健康 に配慮 し た執務の推進
(1) 超過勤務の縮減
本省庁等特定の部署 に お け る 長時間の超過勤務を改善す る た め， 次の点を中心に政府全体 と し て の取組を一段 と
強化す る よ う 要請 し 人事院 と し て も そ の取組状況を フ ォ ロ ー
ア 事務の簡素化 ・ 合理化につ いて の管理者の率先努力 と 各省庁人事管理当局 に よ る 深夜 ・ 休 日 勤務の実態把握
イ 予算折衝， 法令協議， 政策調整等 い わ ゆ る 省際業務等 に つ い て は， 深夜 に わ た る 超過勤務を生 じ さ せ な い よ
う な Jレ ー ルの全省庁的 な レ ベ ルでの確立 ・ 遵守
ウ 国会関係業務 につ い て は． 一層迅速 ・ 的確 に対応す る た め質問等の早期通知を受 け る よ う な努力
(2) 年次休暇の活用
業務繁忙等 に よ り 年次休暇を十分 に使用 で き な い職員の休暇使用 を促進す る た め， 業務の繁閑等 に 応 じ た年次休
暇の計画表を作成 ・ 活用
4 勤務時間 ・ 休暇等 に関する法制整備
複雑で分か り に く い勤務時間， 休暇等の現行法制 に つ いて， 新 た な 法律の制定を は じ め と す る 法制整備の検討に着
手。 週勤務時間， 勤務時間の割振 り 基準等現行制度の体系的 な整備を中心 と し つつ， 社会の変化 に対応 し た勤務時
間弾力化の新 た な枠組み， 休暇 ・ 休業制度の再編整備等 も 検討
-23-
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行 政 職 俸 給 表 ←）
職の務級 1 扱 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 中及 8 級 9 級 10 級 1 1 級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
1 175, 300 205,000 221 , 700 240 ,900 259,200 279,500 312 ,500 350, 700 399 200 
2 127 800 161 ,400 181 ,200 212,800 230,000 249,400 268, 000 288,900 324 200 363,000 413 ,900 
3 131 ,900 167 ,800 187,300 220 , 700 238 500 257 ,900 277, 100 298,500 336,000 375 500 428,800 
4 136,200 174,600 1 93,600 229 000 246 , 700 266,500 286, 200 308 500 347,800 388,000 443, 700 
5 141 ,000 180, 100 200 ,300 237 400 254 ,800 275 , 200 295 , 500 318,600 359 ,600 400 700 458 700 
6 146 ,600 184, 700 207 800 245 600 262, 900 283, 900 304,900 328,600 371 ,500 413,300 473 ,700 
7 152 ,300 189 300 215 000 253 ,500 271 , 100 292 , 700 314 600 338 700 383 ,700 425 ,800 489 000 
8 157 , 900 193 800 222 100 261 ,400 279,200 301 ,900 324 300 348 800 395 ,900 438,300 504, 500 
9 162 100 198,000 228 200 269,200 287 300 31 1 , 100 334, 100 358,800 408 000 450,800 519 ,700 
10 165 400 202 200 234 200 277 ,000 295 400 320 ,700 343,900 368 800 419 600 463 300 534,800 
1 1  168 200 206 500 240 100 284 700 303 ,500 330,500 353 600 378,800 430,800 474 300 546 ,700 
12  170 800 210 ,700 245 ,800 292 ,300 3 1 1 ,400 340 ,200 362 ,900 388 800 441 ,900 強4,500 554 600 
13 173 ,300 214 900 251 300 299 700 319 300 349 900 371 , 900 398 600 451 300 493 200 562 , 100 
14 175 400 218,200 256 500 307 100 327 ,000 359 200 379 900 408 100 459 200 500,400 568 300 
15 177,500 221 , 300 261 , 500 313,800 333 ,300 367, 700 387 000 415,800 466,800 505,000 573 , 100 
16 179 100 224,400 266,400 320 200 339 100 374,500 393 ,400 423 000 472 200 
17  227 400 270, 900 324, 900 344,400 381 ,000 399,000 427,800 476 ,800 
18 230 ,200 274,800 329, 000 348,800 385 600 403,900 432 400 481 100 
19 232 , 200 278,400 333, 100 352 ,900 390 , 100 408,500 436 800 
20 281 ,300 336 , 100 356 ,700 394, 500 412 900 440,700 
21  284, 100 339 ,000 360, 000 398 900 416 800 叫4 500 
22 286,800 341 ,800 363 ,300 403 ,000 420 500 
23 289 500 344,800 366 ,700 406 ,700 
24 292 ,000 347,900 370 ,000 410 300 
25 294,500 350,800 372 ,800 
26 296 900 353 600 375 ,600 
27 299 300 356 000 
28 301 , 700 358 400 
29 304, 100 
30 306 400 
31 308 600 
32 310 ,800 
8且τ円ノ臼
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行 政 職 俸 給 表 。
「＼ 琉 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円
1 155 900 172, 900 189 000 212,800 239, 500 
2 1 14 ,500 162 ,200 178,200 194,500 219,300 246 ,300 
3 1 18 100 167 500 183,600 200, 300 225 ,800 253 200 
4 121 ,500 172 ,800 189, 000 206 ,500 232 ,300 260,800 
5 124 800 177 ,500 194,400 212 700 238,900 268,500 
6 128,600 182,200 200 , 100 219, 000 245 400 276 600 
7 133 , 100 186 ,900 206 ,000 224,800 251 600 284 , 600 
8 137 ,600 191 ,600 2 1 1  800 230 400 257 400 292 800 
9 143 200 1 96 300 217 , 600 236 000 263 000 301 100 
10  149 100 201 , 200 223 200 241 ,500 268,600 309,200 
1 1  155, 700 206, 100 228, 500 246,500 274,300 317 200 
12  162 , 000 210 ,800 233, 700 251 ,500 279 900 325 200 
13 167 ,200 215 500 238,800 256 500 285 ,500 333 , 100 
14 172 , 100 220 ,000 243 , 600 261 , 500 291 000 340 ,000 
15 176 400 224 ,500 248 ,400 266 500 296,500 346 900 
16 180,600 228,600 253 , 100 271 ,700 301 900 353 800 
17 184 500 232 ,400 258,000 276 ,200 307 100 360 500 
18 188,300 236 ,200 263 000 280 500 3 1 1 , 900 366,600 
19 191 , 500 239 ,900 267 ,500 284 200 316,500 372, 100 
20 194 200 242 ,500 271 ,800 287,800 320 ,800 377 ,200 
21  196 900 244,800 275 ,000 291 , 200 324,800 382 , 100 
22 199 700 247 ' 100 278,000 294 500 328 700 386,400 
23 202 ,500 249 300 280 600 297 600 331 , 600 389 800 
24 205 , 100 251 ,400 283 ,200 300,700 334,300 
25 207 ,500 253,500 285 ,600 303,500 336 800 
26 209,600 255 ,600 288,000 306, 100 339 200 
27 211  800 257 ,800 290 ,400 308, 600 341 600 
28 213 ,900 260,000 292 ,800 310 900 
29 216 ,000 262 , 100 295 , 100 313 , 1 00 
30 218,000 264, 100 297 400 315 300 
31 219 800 266 ,000 299 400 
32 221 , 600 267 900 
33 269,800 
Fhu 円乙
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教 育 職 俸 給 表 ←）
＼ 職務 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級の級
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円 円
1 234,800 267 ,500 336 ,600 
2 152,700 191 ,900 243 ,200 278 , 1 00 348, 100 
3 160,300 200,000 251 ,800 288, 700 359 ,900 
4 169 ,600 208,200 260 600 299 300 371 , 700 
5 179 ,200 216 ,500 270,000 310,000 383 ,600 
6 186,500 224,900 279,500 320 ,900 395 500 
7 193 ,600 233,300 289,400 331 , 700 407 400 
8 200,600 241 , 600 299,400 342 , 500 419,300 
9 208, 100 250 ,000 309,000 353, 200 431 ,200 
10 216,300 258 400 318,600 363,800 443, 100 
1 1  222 ,800 267 , 100 328, 100 374,200 455 100 
12 230,700 275 600 337,600 383 , 700 467 300 
13 238 200 284 000 347 100 393 000 479 500 
14 245,400 291 500 356,600 402 , 200 491 ,800 
15 252 ,000 298 900 366 1 00 4 1 1 , 000 504,300 
16 258 500 305 700 375, 1 00 419,400 516 500 
17 264 600 312, 100 383 ,800 427 ,600 527 300 
18 270,700 318 700 392 200 435 700 538 100 
19 276 800 325 ,200 400,400 443 ,500 548 700 
20 282 , 700 331 500 408,400 451 , 100 558 700 
21  288 400 337,800 416, 100 458 600 567 ,800 
22 293,900 344, 100 423 , 700 466 100 574,700 
23 299,000 350,300 430,500 472 ,900 579,800 
24 304 , 100 356,400 437 , 200 479,500 584, 600 
25 308 200 362,400 442 , 000 485 ,500 
26 312 ,300 367 , 700 445 900 489, 700 
27 316, 100 371 ,800 449, 700 493 , 300 
28 319 800 375 500 453 600 496 800 
29 322 ,600 379, 100 456,900 
30 325 ,300 382 ,700 460 , 100 
31  328,000 386,300 
32 330,700 389 900 
33 333 300 393,400 
34 335,900 396,600 
35 338,500 399 ,700 
36 341 ,000 402 , 700 
37 343 400 
38 345,800 
nnu つ臼
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教 育 職 俸 給 表 口
ト＼ 職の務級 1 級 2 級 3 級 4 級
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円
1 287,400 384,700 
2 139, 900 180,800 297 000 394 700 
3 146, 100 187 ,300 306,500 404, 700 
4 152,700 193 ,800 316 200 414, 700 
5 160 ,200 200,500 325 ,900 424, 800 
6 168,600 207 300 335 600 434, 900 
7 177,400 214, 200 345 , 300 445, 100 
8 1邸，800 221 , 200 355 100 455,300 
9 190, 100 228 500 364,900 465 ,600 
10 196 ,400 236 ,300 374, 900 476 , 100 
1 1  202,800 244 , 300 384 800 486 300 
12  209 200 253 ,300 394,600 495, 900 
13 215,900 262 400 403 ,900 504,300 
14 222,900 271 , 500 413, 300 512,000 
15 229,900 280, 700 422 500 516 600 
16 237, 100 289 900 431 , 700 
17 244 100 299 , 100 440 800 
18 251 ,200 308, 600 450, 100 
19 258 200 318,000 459, 300 
20 264,600 327 ,400 467 700 
21 270,900 336 800 475,900 
22 276,900 346 ,200 必3 700 
23 282 800 355 ,500 490,600 
24 288 700 364, 900 494, 800 
25 294,600 373 ,800 
26 300,500 382 000 
27 306,400 390 , 200 
28 312, 100 398,500 
29 317 ,500 406 700 
30 321 600 413,800 
3 1  325,500 420 800 
32 329, 200 426 ,600 
33 332 600 431 , 800 
34 335,400 436 700 
35 338, 100 441 , 200 
36 340,700 叫4 200 
37 343 ,200 
38 345 ,700 
39 347,900 
40 350, 100 
月ーワ臼
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教 育 職 俸 給 表 白
｜＼ 職務 1 級 2 の級 級 3 級 4 級
号 俸 俸 給 月 客員 俸 給 月 客員 俸 給 月 客員 俸 給 月 額
円 円 円 円
1 249 , 100 380,400 
2 139 ,900 154 800 258,500 389 300 
3 146, 100 162, 700 268, 100 398 200 
4 152 , 700 171 , 100 277 ,700 407 , 100 
5 160,200 180 800 287 ,400 416 100 
6 168,600 187 ,300 297 ,000 425 200 
7 177 ,400 193 800 306 500 434 300 
8 183 ,800 200 500 316 ,200 443 100 
9 190 000 207 ,300 325, 900 451 , 200 
10 196,200 214,200 335 500 459 200 
1 1  202 ,200 221 ,200 345 , 100 466 700 
12 208,200 228,500 354 , 100 474 100 
13 214,300 236,300 362 ,900 480 400 
14 220 ,900 244 ,300 37 1 ,700 485 ,600 
15 227 100 253, 300 380 500 489 ,700 
16 233 300 262 400 388,900 
17 239 ,400 271 500 397,200 
18 245 ,400 280 700 405 600 
19 251 300 289 900 414 000 
20 257 000 299 , 100 422,200 
2 1  262 ,300 308, 600 430 000 
22 267 ,500 317,900 436,800 
23 272 ,300 327 , 200 443 ,200 
24 276, 900 336, 500 制8,500
25 280,700 345 ,000 452 ,900 
26 284 ,400 353 ,300 456,700 
27 287 700 361 ,500 459 800 
28 290 ,600 369 400 462,800 
29 293 ,200 377,000 
30 295 ,700 384 000 
31 298 000 390 900 
32 300,400 397 600 
33 302 ,500 403,800 




38 428, 000 
39 430 600 
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医 療 職 俸 給 表 。
＼ 畷 級
号 俸 俸給月 額
円
1 
2 132, 100 
3 137 ,300 
4 143 , 700 
5 150 100 
6 157 100 
7 164 000 
8 169 800 
9 175 500 
10 180,400 
1 1  185 ,200 
12  189 800 
13 194,200 
14 198 200 
15 202 400 
16 206 700 
17 210 900 
18 215  100 
19 218 500 
20 22 1 , 500 
21  224,400 
22 226 800 









































































4 級 5 級 6 扱 7 級 8 盟主
俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円
214,900 249,300 288,800 322,500 388 000 
222 ,600 258,200 298,300 334,200 400 500 
230 ,400 267 ,200 308 000 346 000 413 200 
238 400 276,300 317 ,700 357 ,800 426, 200 
246 500 285 300 327 400 369 600 439 300 
254,600 294 300 337 ,300 381 600 452 400 
262 , 700 303 600 347 ,300 394,000 466, 200 
271 000 313 100 357 300 406 400 480 300 
279 200 322 600 367 500 418 500 494 000 
287 500 332 200 377 800 430, 100 507, 300 
295 800 342 000 388 000 441 ,600 515 300 
304 100 351 300 398 000 451 300 522 ,600 
312 300 360 300 407,700 459 200 529 500 
320 ,300 368 800 415 600 466 800 536 100 
328 300 375 900 422,900 474 300 541 500 
334, 600 382 , 700 427 800 478 800 546, 000 
340 600 3部 600 432 400 483, 100 
346,500 394 200 436 800 
350 800 398 900 440 ,700 
355 ,000 403,300 444 ,500 
359 , 100 407, 600 
362 800 411 300 
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医 療 職 俸 給 表 白
I� 職務 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級の級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円 円
1 207, 900 228, 100 257 900 292 400 324,400 
2 144,500 170 100 213 ,600 235,000 265,900 301 ,700 336 200 
3 149,800 177,900 220, 700 242,000 274 100 3 1 1  200 348 000 
4 155,500 186,000 227 , 600 249,000 282 ,200 321 , 100 359 800 
5 161,200 191 300 234 400 256 000 290,200 331 , 100 371 ,700 
6 169 100 196 ,600 241 , 200 263 , 200 298,300 341 , 100 383,900 
7 176,900 201 ,900 248, 000 270,500 306,400 351 200 396,200 
8 184 700 207,400 254, 900 277,800 314,400 361 ,300 408 500 
9 189,400 213, 100 261 ,800 285 , 200 322,300 371 ,500 420 600 
10 194, 100 219 700 268 800 292,800 330,300 382 ,000 432 600 
11  198 800 226,400 275 900 300,300 338,300 392,600 品4 500 
12 203 600 233 100 283 100 307,800 346 400 402 , 900 455 ,400 
13 208,400 239 800 290, 300 315 ,300 354,500 413, 100 464 700 
14 213,200 246 400 297 600 322,800 362,700 423,000 473 ,700 
15 218,400 253 000 304,900 330,200 370,900 432,700 482, 100 
16 223 800 259,600 312, 100 337 400 379,200 441 , 700 489 500 
17 229, 100 266 , 100 319, 100 344, 700 387 ,000 450,400 494,500 
18 234,400 272 ,500 326 ,000 351 , 900 393,900 458 600 498,800 
19 239,600 278 500 332 800 359, 000 399 400 465 900 502 800 
20 244 700 284 ,500 339,500 365,200 404 , 500 470,700 
21 249,600 290,300 346 200 371 , 000 409 500 474,900 
22 254,500 295 ,900 352 ,500 376,700 413 ,600 478,600 
23 259 000 301 ,400 358,000 381 100 417 100 
24 263,300 306,800 363 ,300 385 ,200 419,800 
25 267,500 312, 200 368 100 388 900 
26 271 ,700 317 400 371 900 392,400 
27 275 ,500 321 ,900 375 , 700 395 ,300 
28 279, 100 326 ,300 378,800 397, 900 
29 282 000 330, 500 381 ,800 
30 284,800 333 300 384 500 
31  287,500 336 100 387 000 
32 290,200 338,800 
33 292,800 341 ,400 
34 295,300 344 ,000 
35 297,600 346,400 
36 299,900 348,800 
37 302 , 100 351 ,200 
38 304,300 353 ,600 
nu 円4U
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指 定 職 俸 給 表
号 俸 俸 給 月 額
円
5 5 7 ' 0 0 0 
2 6 1 7 ' 0 0 0 
3 6 8 6 ,  0 0 0 
4 7 6 1 , 0 0 0  
5 8 2 o .  0 0 0 
6 8 8 1 , 0 0 0  
7 9 6 1 . 0 0 0  
8 1 , 0 4 0 , 0 0 0  
9 1 . 1 1 7 , 0 0 0  
10 1 ,  1 9 5 ,  0 0 0 
1 1  1 , 2 6 6 , 0 0 0  
12  1 ,  2 9 2 ,  0 0 0 
備考
1 各俸給表の備考 は， 現行 どお り と す る o
2 改定後の俸給表適用 の 日 に お け る 職員の職務の級及び号俸 は，




7 月 1 ～ 2 日 平成 4 年度留学生交流研究協議会 （於 ：
大分大学） 9 日
2 日 第 3 回新教育課程実施委員会作業部会
3 日 第 3 団事務協議会
第 1 回学寮補導委員会 8 ～ 9 日
第 2 回新教育課程実施委員会 1 2 日
6 日 人事関係事項説明聴取 （於 ： 文部省）
第 1 回入学試験実施委員会専門委員会 13日
7 日 第 4 回 自 己点検 ・ 評 価 に 関 す る 検討委 14日
員会
7 ～1 0 日 第 7 回 （平成 4 年度） 北陸地区国立学
校等監督者研修 （於 ： 金沢大学及 び辰 1 5 日
-31 -
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平成 5 年度概算要求説明 （於 ： 文部省）
第44回北陸地区国立大学体育大会 開会





国費外国人留学生 （ 日 本語 ・ 日 本文 化
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研修留学生） 受入れ に 関 す る 打合 せ 会 22 日 教授会
（於 ： 国立教育会館） 研究科委員会
16日 平成 4 年度学内予算配分方針説明会 27 日 予算委員会
国費外国人留学生 （教員研修 留学生 ） 28 日 特別昇給委員会
の受入れに関す る 打合 せ 会 （ 於 － 国 立 29 日 教授会
教育会館） 教授会 （人事）
平成 4 年度富山大学 と 高等学校 と の 入 31 日 大学説明会 〈学部）
学試験 に関す る 懇談会
第 5 回新教育課程実施委員会作業部会 教 士R圭＂＇＂ 学1 7 日 第 6 回評議会
第 4 回部局長懇談会
第 4 回国際交流委員会留学生部会 7 月 1 日 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
20 日 実験廃棄物に関す る 講習会 3 日 大学院設置準備委員会
第 1 回入学者選抜方法研究委員会 6 日 カ リ キ ュ ラ ム委員会
第 6 回新教育課程実施委員会作業部会 7 8  学部 自 然、観察実習 セ ン タ ー委員会
20～24 日 平成 4 年度富山大学 リ カ レ ン ト 学習コ ー 8 日 学部教務 ・ 補導合同委員会
ス 学部教務委員会
21 日 第 4 回事務協議会 教授会
第 3 回入学試験実施委員会 人事教授会
第 3 回入学試験委員会 1 1 日 前学期授業終了
21～23 日 平成 4 年度国立学校事務電算化講習 会 13 日 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
（於 ： 京都大学及 び御車会館） 1 5 日 カ リ キ ュ ラ ム委員会
21～24 日 第 8 回 （平成 4 年度） 北陸地区国立学 17 日 拡大学部将来計画委員会
校等監督者研修 （於 ： 金沢大学及 び辰 18日 附属中学校第 1 学期終業式
口共同研修 セ ン タ ー ） 附属幼稚園第 1 学期終業式
22～24 日 平成 4 年度厚生補導研究協議会 （ 於 ： 20 日 大学院設置準備委員会
国立教育会館） 附属小学校第 1 学期終業式
23 日 第 1 回教務委員会 附属養護学校第 l 学期終業式
27 日 五福地区構内清掃 22 日 学部教務委員会
平成 4 年度第 1 回富山県留学生交流推 人事教授会
進会議運営委員会 23 日 学部予算委員会
30～31 日 平成 4 年度全国保健管理協会東海 ・ 北 教授会
陸地方部会研究集会 （ 於 ： 金沢市観光 31 日 学部補導委員会
会館） 学部説明会
31 日 第 3 回補導協議会
平成 4 年度富山大学説明会 経 ；斉 学
人 文 学 7 月 学部教務委員会1 日
人事教授会
7 月 8 日 予算委員会 教授会
1 3 日 教授会 3 日 学部案内作成委員会
教授会 （人事） 6 日 係長会議
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8 日 学部教育改善検討委員会 1 3 日 学部拡大教務委員会
経済学部長候補者選挙選挙管理委員会 14 日 授業終了
学部補導委員会 1 5 日 学部欧文概要編集委員会
13 日 論集委員会 紀要委員会
15日 学部等図書委員会 16日 学部概要編集委員会
学部教務委員会 学部運営委員会
人事教授会 17 日 技官連絡会
教授会 20 日 博士課程設置準備委員会
18日 授業終了 21 日 学部安全委員会
21 日 係長会議 22 日 北陸信越工業教育協会富山県支部総会，
21～22 日 平成 4 年度春季国立1 2大学経済 ・ 経営 講演会 （於 ： 側不二越）
学部長及び事務長会議 （ 於 ： 小樽商科 23 日 学部運営委員会
大学） 専任教授会






7 月 1 日 学科主任会議
6 日 学部教務委員会 教 養8 日 教授会
人事教授会
15日 学部 自 己点検 ・ 評価委員会 7 月 1 日 人事教授会
大学院設置構想推進委員会 6 日 補導委員会
22 日 学科主任会議 将来計画 ・ 教務合同委員会
24 日 学科主任会議 8 日 教授会
29 日 教授会 将来計画委員会
研究科委員会 15 日 教務委員会
人事教授会 20 日 予算委員会
31 日 大学説明会 （学部） 夏季休業 （～ 8 月 31 日 ま で）
夜間主 コ ー ス 夏季休業 （～ 8 月 3 1 日 ま
エ 学
で）
21 日 特昇そ の 他給与に関す る 委員会
将来計画委員会
7 月 3 日 学部欧文概要編集委員会 22 日 予算委員会
6 日 係長連絡会， 学部教務委員会 教務委員会





9 日 編入学試験合格者発表 7 月 6 日 係長連絡会
10日 学部欧文概要編集委員会 6 ～ 8 日 C D - R OM情報検索 シ ス テ ム利用説明会
円喝uqd 
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9 ～10日 I L L シ ス テ ム 講習会 （於 学術情報
セ ン タ ー ）
13～17 日 目 録 シ ス テ ム講習会 （ 於 ． 富 山 医科薬
科大学附属図書館及 び富山大学問属図
書館）
13～31 日 大学図書館職員長期研修 （ 於 － 図書館
情報大学， 学術情報 セ ン タ ー 〕
1 7 日 書香編集委員会
23 日 係長連絡会
24 日 第 4 回附属図書館商議会
地域共同研究セ ン タ ー ｜
7 月 9 日 第 2 回大学院生教育講座
第 3 回大学院生教育講座
10 日 第 1 回技術セ ミ ナ ー
14日 経営者 ・ 研究者交流会実行委員会
17～18 日 ’ 92 テ ク ノ フ ォ ー ラ ム （ 於 ． 立 山 国 際
ホ テ lレ）
28～ 3 日 第 1 回産学研究実践講座
保健管理セ ン タ寸
7 月 1 日 眼科精密検査
A斗・円喝υ
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
にdn‘u 
